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Discovering the mathematics of quantum Rabi models

量子ラビモデルの数理の発見

光と物質の相互作用におけるゼータ関数

どんな研究
光と物質の物理的相互作用を数学的に記述する量子ラビモデルは、量子コンピュータなど、社会に大きな影響
を与える応用が期待される重要な研究対象です。本研究では、モデルのスペクトルゼータ関数を理解するため
に、モデルの時間発展を表す熱核の明示的な計算方法を考案しました。

どこが凄い
量子ラビモデルの熱核や分配関数は、経路積分等を用いた従来の手法では計算困難でした。これを克服するた
め、本研究では、表現論という代数学の理論を用いて全く新しい計算手法を開発しました。また、計算結果か
ら、熱核の新たな物理的・数学的な解釈を得ることにも成功しました。

めざす未来
本研究の目標は量子ラビモデルから定まるスペクトルゼータ関数の整数論的な性質を明らかにすることでした
が、そのために開発した上記の手法は物理学的にも重要な価値を持っています。今後も整数論的な興味を出発
点とする全く新しい視点から、物理的な性質を明らかにしていきます。
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